
令和４年度「仙台の自然」を活用した指導事例：生物分野 

 

４学年 単元名 ［ すずしくなると  ］                    〇教科書   P.110～P.111 

                                        〇仙台の自然 P.41,42,66,67,87,88 

【ねらい】 

植物や動物の様子について，夏の様子と比べながら観察する。夏と秋の自然の様子の比較を基に，植物や動物の様子の変わり

方について問題を見いだす。 

主な学習活動 

〇発問 C予想される児童の反応 
・指導上の留意点 

１ 身近にいる動物や植物を観察する。 

〇「仙台の自然」を使用し，校庭や校舎の周りで動物や植物を探し

て観察しましょう。 

〇タブレットやクロームブック等で写真や動画を撮影しましょう。 

 

 

２ すずしくなってきたころの植物や動物の様子について話し合う。 

 

 

ア：校庭や校舎の周りで観察したことを発表する。 

〇夏と秋の様子はどのように変わっていましたか。 

C：イチョウの葉が黄色に変わっていた。 

C：葉が枯れている木があった。 

C：ヘチマの実ができていた。 

 

イ：教科書を使って考える。 

○これは，秋の自然の様子を移した写真です。夏の頃と比べて，ど

んな変化がありますか。 

C：桜の葉が緑色から，秋になると赤色になった。 

C：川沿いの植物が枯れてきている。 

C：奥の山全体が紅葉している。 

 

ウ：仙台の自然を使って考える。 

C：植物によっては色が変わらないものもある。 

C：人が植えた植物と自然に生えた植物で違いがある。 

C：秋になって昆虫の鳴き声が聞こえるようになった。 

C：アゲハやカエルは秋になったらほとんど見つからなくなった。 

C：セイヨウタンポポは，秋にも咲いているけど，春よりは少なくな

った。 

 

３ 気付いたことを発表する。 

 

４ 変わってきた植物や動物の様子を夏の頃と比較した話し合いを基

に，問題を見いだす。 

○秋の自然の様子で，詳しく調べてみたいことは何ですか。 

  夏の頃と様子が変わってきたわけを考えて話し合いましょう。 

C：ヘチマの大きさがどれくらいになったか知りたい。 

C：秋から咲く花の種類を知りたい。 

C：夜に鳴いている虫の種類を知りたい。 

C：寒くなると，どうして葉が赤くなるのか知りたい。 

・「仙台の自然」の P.41「身近にいる動物をさがしてみ

よう」の様子と比較しながら観察させる。 

・「仙台の自然」のP.66，P.67 の「市街地の植物」のペ

ージを活用する。 

・学校の所在地（市街地・川の近く・田畑の近く・海の

近く等）に応じて，他のページも活用する。 

 

 

 

・タブレットやクロームブック等で撮った写真や動画を

学級全体で共有しながら発表させる。 

 

 

 

 

・教科書P.110～P.111の写真を比較しながら自然の 

様子で変化したことを話し合う。 

・夏と秋の様子で比較させる。 

 

 

 

 

・春や夏に見られた動物や植物が，秋になったら見つか

らなくなったり，色が変わったりしたわけについて話

し合う。」 

・「仙台の自然」P.66，P.67，P.88 を使い，秋の植物や

動物について調べる。 

・学校の所在地に応じて写真の範囲を決めながら調べて

いく。（写真P.40～P.89） 

・見つけた植物や動物に印を付けて，意識を高める。 

・ページと写真を確認しながら発表させる。 

 

・今後も植物や動物を継続的に観察することで，生き物

と季節との関係について調べる意欲を高める。 

 

すずしくなって，植物や動物の様子は，どのように変わっているだろうか。 


